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5
月
17
〜
19
日
、
宮
崎
国
際
会
議
場

で
第
56
回
日
本
医
学
検
査
学
会
が
開
催

さ
れ
た
。
当
院
臨
床
検
査
科
の
淵
上
孝

一
臨
床
検
査
技
師
が「
地
域
サ
ー
ベ
イ

に
お
け
る
参
加
施
設
と
の
関
わ
り
方
、

溶
血
検
体
に
お
け
る
施
設
の
対
応
と
試

薬
の
反
応
性
」を
発
表
し
た
。

　

近
年
、高
齢
化
社
会
に
伴
い
下
部
尿

路
疾
患
が
増
加
し
、一方
で
糖
尿
病
に
合

併
し
た
腎
不
全
も
増
加
の一途
を
た
ど
る

な
ど
、腎
尿
路
系
疾
患
の
診
療
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
って
き
て
い
る
。こ
の
た
び

君
津
中
央
病
院
で
泌
尿
器
科
部
長
を
さ

れ
て
い
た
永
嶌
薫
医
師
が
6
月
か
ら
当

院
に
着
任
さ
れ
、泌
尿
器
科
外
来
が
常

設
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。泌
尿
器
科
は

腎
臓
、膀
胱
、前
立
腺
、頻
尿
、尿
失
禁
、

　

5
月
9
日
、
坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
研
修

室
に
て
、
第
79
回
糖
尿
病
教
室
が
行
わ

れ
た
。鳥
飼
看
護
師
主
任
は
、「糖
尿
病
っ

て
ど
ん
な
病
気
」と
題
し
、
食
事
と
血

糖
と
の
関
係
を
曲
線
図
で
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。
池
座
管
理
栄
養
士
は
、

「
塩
の
う
ま
い
話
」と
題
し
、
実
際
の
料

理
に
含
ま
れ
る
塩
分
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
し
た
。
小
林
理
学
療
法
士
は
、

「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
」と
題
し
、
血
糖

が
筋
肉
に
取
り
込
ま
れ
る
仕
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
参
加
者
は
20
名
で
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

6
月
23
日
、坂
田
ク
リ
ニッ
ク
研
修
室

に
お
い
て
、新
入
職
員
13
名
を
対
象
に
救

急
看
護
基
礎
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。救

急
蘇
生
時
の
看
護
師
の
役
割
や
看
護
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
、心
電
図
の
取
り
方

や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、除
細
動
器
、人
工
呼

吸
器
な
ど

実
技
研
修

を
取
り
入

れ
た
内
容

に
、新
入
職

員
は
真
剣

に
学
ぶ
機

会
を
得
た
。

撮
影
が
可
能
と
な
り
、Ｃ
Ｔ
と
比
較
し
て

組
織
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
い
の
が
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
。放
射
線
を
使
用
し
な
い
の
で
、放

射
線
被
ば
く
の
心
配
が
な
く
、造
影
剤
を

使
用
せ
ず
に
血
管
像
を
描
出
す
る
こ
と

も
で
き
、早
期
の
脳
梗
塞
や
椎
間
板
ヘル
ニ

ア
な
ど
の
診
断
が
可
能
と
な
っ
た
。機
種

は
静
け
さ
と
高
画
質
を
実
現
し
た
新
世

代
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装

置
「

東

芝　

E
X

C
E

L
A

R
T

 V
an

tag
e 

」 

で
、9
月
上
旬
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　

放
射
線
科
の
新
た
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し

て
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
導
入
が
決
定
し
た
。Ｍ

Ｒ
Ｉ
と
は
、M
a

g
n

e
t

i
c 

R
eson

an
ce Im

ag
in

g

の
略
で

磁
気
共
鳴
画
像
と
い
う
意
味
で
あ
る
。磁

気
と
電
波
を
利
用
し
て
多
方
面
か
ら
の

男
性
生
殖
器
な
ど
の
疾
患
の
治
療
を
行

う
専
門
科
で
、従
来
も
週
2
日
間
の
外

来
診
療
を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、地
域
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
に
は
外
来
日
数
が
足
り

な
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。当
院
が
従
来

か
ら
専
門
と
し
て
き
た
腎
臓
病
、人
工
透

析
お
よ
び
腎
不
全
治
療
に
加
え
、さ
ら
に

泌
尿
器
科
が
常
設
さ
れ
た
こ
と
で
、よ
り

一層
充
実
し
た
腎
臓
病
の
総
合
医
療
の
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

私
は
2
月
か
ら
、副
看
護
部
長
と
外
来
師

長
を
兼
任
し
、病
院
の
診
療
の
玄
関
で
あ
る

外
来
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。今
回
は
外
来
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
少
し
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

当
院
の
外
来
は
、急
性
期
型
一
般
病
院

の
外
来
と
し
て
24
時
間
の
救
急
医
療
の

他
、一
般
外
来
、専
門
外
来
、医
師
予
約
外

来
に
分
か
れ
患
者
さ
ま
の
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。一
般
外
来
で
は
い
ろ
い
ろ
な
症

状
や
病
状
に
合
わ
せ
て
検
査
や
診
断
、治

療
が
行
わ
れ
、さ
ら
に
専
門
医
に
よ
る
診

断
や
治
療
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、各
専

門
外
来
へ
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。現
在

12
科
の
専
門
外
来
が
あ
り
、経
験
豊
富
な

医
師
が
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。今
年

4
月
か
ら
は
永
嶌
薫
泌
尿
器
科
部
長
も
着

任
し
て
、さ
ら
に
専
門
外
来
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。ま
た
、糖
尿
病
の
外
来
で
は
専
任

看
護
師
を
配
置
し
、荻
野
副
院
長
を
中
心

に
医
療
チ
ー
ム
で
患
者
さ
ま
の
治
療
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
部
門
や
放
射
線
科
で
の
検
査
や
治

療
も
積
極
的
に
行
わ
れ
、今
後
は
9
月
か

ら
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
設
置
な
ど
さ
ら
に
体
制
を

整
え
機
能
を
高
め
て
い
く
予
定
が
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
外
来
化
学
療
法
は
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、医
療
、看
護
を
取
り
巻
く
社
会
の

変
化
に
伴
い
、今
後
は
従
来
の
外
来
診
療

の
み
で
は
な
く「
治
療
処
置
を
行
う
外
来
」

と
し
て
、小
手
術
や
継
続
的
な
特
殊
治
療

薬
の
投
与
な
ど
患
者
さ
ま
の
Q
O
L
を
考

え
、機
能
を
高
め
て
い
く
事
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、現
在
、国
の
方
針
で
脳
卒
中
や
糖

尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。当
院
の
外
来

に
も
、す
で
に
治
療
の
た
め
に
通
院
さ
れ

て
い
る
方
や
検
診
を
受
け
る
た
め
に
も
多
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【今年の若年者の流行】かつては、小児のうちに
麻疹に感染し、自然に免疫を獲得していた。しか
し、麻疹ワクチンの接種率の上昇で自然に感染
する人は少なくなってきた。10 代から 20 代の人
達の中には今まで一度も麻疹の予防接種を受け
ていない人がいるうえ、1 回の予防接種のみでは
十分な免疫が獲得できるとは限らないため、その
ような人達の間で麻疹の流行が起きたものと考え
られている。
【麻疹の検査】検査依頼が殺到したため、全国的
に試薬が不足し、5 月末から 6 月中旬頃に麻疹
の検査ができないという状況が発生したが、今で
は試薬の供給も安定し当院でも検査を再開して
いる。
【予防接種】1 回の予防接種のみでは十分な免疫
が獲得できるとは限らないが、「麻疹にかかったこ
とがなく、ワクチンを 1 回も受けたことのない人」
は重症になりやすいため、麻疹の予防にはワクチ
ンの接種が有効である。当院ではワクチンの取り
寄せを行っていないので、小児科での接種をお
願いしている。

　

6
月
16
日
、
君
津
市
立
中
央
図
書
館

2
階
視
聴
覚
室
に
て
福
寿
草
の
会
主
催

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
146
名
が
参
加

さ
れ
た
。「
が
ん
治
療
の
最
前
線
か
ら
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」と
題
し
、
大
腸
が
ん
の
特

徴
お
よ
び
治
療
、
腹
腔
鏡
下
手
術
を
は

じ
め
手
術
の
工
夫
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
永
嶌
院
長
が
講
演
さ
れ
た
。
視
聴

覚
室
は
満
席
と
な
り
、
参
加
者
は
熱
心

に
講
演
を
聞
き
入
っ
て
い
た
。
続
い
て
大

神
看
護
部
長
が
患
者
さ
ま
か
ら
頂
い
た

質
問
内
容
を
一
つ

一
つ
永
嶌
院
長
に

尋
ね
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
進

行
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ

た
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
は
、栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
略
で
あ
る
。医
師
、管
理
栄
養
士
、看

護
師
、薬
剤
師
、臨
床
検
査
技
師
、理
学

療
法
士
、事
務
職
員
ら
で
構
成
さ
れ
、栄

養
管
理
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
チ
ー

ム
の
こ
と
を
い
う
。5
月
15
日
、第
１
回
Ｎ

Ｓ
Ｔ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。Ｎ
Ｓ
Ｔ

は
、当
院
で
は
栄
養
管
理
委
員
会
の
活
動

の一環
と
し
て
位
置
づ
け
、今
後
、入
院
患

者
さ
ま
の
栄
養
管
理
を
中
心
に
様
々
な

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　

開
催
に
あ
た
り
、荻
野
副
院
長
、大
神
看

護
部
長
、杉
村
薬
局
長
、城
之
内
栄
養
科

長
よ
り
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
荻
野
副
院
長（
チ
ェ
ア
マ

ン
）、西
井
栄
養
科
主
任（
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）、森
看
護
師
長（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、板
倉
君
津
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
長
、鳥
飼
看
護
師
主
任
、阿
部

看
護
師
主
任
、中
尾
看
護
師
主
任
、石
井

真
紀
看
護
師
、内
川
看
護
師
、大
口
医
事

課
主
任
、松
井
薬
剤
師
、森
陽
介
理
学
療

法
士
、淵
上
臨
床
検
査
技
師
、武
内
管
理

栄
養
士
の
14
名
。

　

今
後
の
活
動
内
容
は
、定
例
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
毎
月
第
3
火
曜
日
に
開
催
す
る
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
回
診
を
、月
１
回
、看
護
師
、薬
剤

師
、管
理
栄
養
士
、理
学
療
法
士
が
荻
野

副
院
長
の
糖
尿
病
回
診
に
同
行
し
、栄

養
管
理
が
必
要
な
患
者
さ
ま
に
対
し
、

栄
養
学
的
な
介
入
を
行
って
い
く
。ま
た
、

Ｎ
Ｓ
Ｔ
主
催
の
院
内
勉
強
会
を
定
期
的

に
開
催
し
、Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
の
普
及
、啓
蒙

を
行
う
予
定
だ
。

副看護部長
岡崎弘子

永
嶌
院
長
講
演

が
ん
治
療
の
最
前
線
か
ら

Ｎ
Ｓ
Ｔ
発
足
へ

『
第
56
回
日
本

医
学
検
査
学
会
』
発
表

『
第
79
回

糖
尿
病
教
室
』
開
催

救
急
看
護

基
礎
研
修
実
施

最
新
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
決
定

（20 年）
河原　京美さん　関根　　明さん
曽我百合香さん　鳥飼　紀子さん
古江　洋子さん

（10 年）
相沢由美子さん　青江　静子さん
石嵜　照彦さん　伊藤　悦子さん
内田　茂男さん　小林みゆきさん
斉藤　　晃さん　茂田　昌子さん
砂川　亮平さん　立石　好行さん
田村裕美子さん　西山　　茂さん
早坂　正義さん　山口とし子さん
山口　昌子さん　芳村　智子さん

永年勤続表彰者
（50音順）

麻疹の検査再開！

数
の
方
が
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。私
達

看
護
職
は
、検
査
の
補
助
だ
け
で
な
く

検
診
や
診
察
の
機
会
に
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
い
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
、患
者
さ
ま
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
で
き
る
関
わ
り
を
実
践

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

外
来
業
務
は
病
院
の
窓
口
と
し
て
、

患
者
さ
ま
へ
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
重

要
と
な
る
場
所
で
す
。わ
か
り
や
す
い
説

明
や
対
応
で
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
、ス

タ
ッ
フ一同
努
力
を
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。今
年
２
月
か
ら
設
置
さ
れ
た

地
域
連
携
室
の
活
動
も
合
わ
せ
、今
後

さ
ら
に
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、患
者

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
作
り
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

外
来
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

玄
々
堂
君
津
病
院
　
副
看
護
部
長
　
岡
崎
弘
子

七夕コンサートで仮装して歌う保育所の子供たち（7月 7日外来ホールにて）

真剣に学ぶ新入職員



平成１９年７月２０日（２）

　この春より、着任された、永嶌 薫医師・古賀医師・鈴木医師に質問をさせて頂
きました。
①玄々堂に着任されて、数週間が過ぎましたが、当院の雰囲気はいかがですか？

永嶌薫医師…職員の方々が明るく、またよく働くのに驚きました。
古賀医師…皆さんと交わす挨拶が、とてもさわやかです。
鈴木医師…心優しいスタッフに支えられて楽しく働かせて頂いております。

②医師としてのモットーは何ですか？
永嶌薫医師…誠実
古賀医師…初心忘れるべからず
鈴木医師…技術も大事ですが、心のケアも大事であると考えています。

③趣味や、マイブームがあれば、教えて下さい。
永嶌薫医師…つり・テニス・将棋  いずれも下手です。2 年くらいやっていません。
古賀医師…趣味はテニス。マイブームは各地のおもしろい＆きれいな柄のマン

ホールを見つけることです。木更津のタヌキくん、かわいいですよね。
鈴木医師…ビリーズブートキャンプ（続いていませんが…）

④最後に、何でも結構です　一言お願いします。
永嶌薫医師…地元のために、また病院のために、精一杯がんばります。
古賀医師…皆さんとのコミュニケーションを大切に歩んでいきたいと思っていま

す。宜しくお願い致します（素敵なマンホールの柄を見つけた方は、御一報を！）
鈴木医師…政府の医療失政により地域医療が破綻する中、地域の中核病院の

一員として皆様の付託に答えられるよう全力を尽くしたいと思います。至らぬ
ところもあろうかと思いますが、よろしくお願いいたします。

今回も、部署紹介コーナーから職員をクローズアップして紹介します。

Produced  by J.Andou

　

わ
が
放
射
線
科
は
ス
タ
ッ
フ
わ
ず
か
10
名（
男
性

8
名
、女
性
2
名
）で
構
成
さ
れ
、23
歳
か
ら
59
歳
ま

で
と
高
齢
側
に
幅
広
い
年
齢
層
で
は
あ
り
ま
す
が
、

平
均
年
齢
が
32
歳
で
あ
り
院
内
で
は
比
較
的
ヤ
ン

グ
な
部
署
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
故
に
皆
パ

ワ
ー
が
溢
れ
て
…
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す

が
、中
年
パ
ワ
ー
に
押
さ
れ
て
か
？
若
手
が
少
し
お

と
な
し
い（
”品
が
あ
る“
の
方
が
適
切
か
な
）の
も

当
部
署
の
特
長
で
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、お
と
な

し
く
て
も
秘
め
て
い
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
若
手
、

中
年
を
問
わ
ず
負
け
ん
気
で
一
杯
で
す
。

　

さ
て
、次
に
私
達
の
業
務
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。病
院
内
で「
息
を
吸
っ
て
止
め
て
く

だ
さ
い
。」と
言
え
ば
、多
く
の
読
者
は「
あ
〜
、あ
の

人
た
ち
ね
。」と
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

（
浮
か
ん
で
く
れ
な
い
と
少
し
寂
し
い
…
）

　

そ
の
、”あ
の
人
た
ち
“が
わ
れ
わ
れ
診
療
放
射
線
技

師
な
の
で
す
。当
院
で
の
業
務
は
胸
部
、腹
部
、乳
房
、

骨
な
ど
を
撮
影
す
る一般
撮
影
。骨
粗
鬆
症
の
診
断
に

役
立
つ
骨
密
度
測
定
。バ
リ
ウ
ム
を
用
い
た
胃
や
大
腸

の
透
視
検
査
。そ
の
他
特
殊
な
検
査
に
お
け
る
Ｘ
線
撮

影
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、画
像
診
断
に
向
け
た
多
岐
に
わ

た
る
検
査
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、今
後
は
最
新

型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、先
に

述
べ
ま
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
生
か
し
、ス
タ
ッ
フ
個
々

が
新
分
野
に
お
け
る
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

（
余
談
で
す
が
、当
院
で
は
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

放
射
線
治
療
や
核
医
学
検
査（
Ｒ
Ｉ
）の
業
務
に
携
わ

る
事
も
で
き
ま
す
。）

　

さ
ら
に
、検
査
画
像
を
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
現
物
保
存

す
る
の
と
同
時
に
コ
ン
ピュー
タ
ー
に
よ
る
電
子
保
存
と

し
て
年
間
7
万
枚
を
超
え
る
フ
ィ
ル
ム
を
5
年
間
保
存

可
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
も
、ま
も
な
く
実
現

し
ま
す
。こ
う
し
た
設
備
の
充
実
化
も
万
が一の
フ
ィ
ル

ム
紛
失
等
に
備
え
た
安
全
対
策
な
の
で
す
。

　

以
上
、放
射
線
科
の
メ
ン
バ
ー
構
成
、業
務
お
よ

び
設
備
に
つ
い
て
の
概
要
で
す
が
、一
人
一
人
の
患

者
さ
ま
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
放
射
線
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
私
達
は
幅
広
い
認
定
資
格

を
身
に
つ
け
、よ
り
確
か
な
検
査
技
術
の
向
上
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、放
射
線

検
査
に
つ
い
て
の
内
容
や
近
年
話
題
に
上
る
医
療

被
ば
く
に
つ
い
て
の
ご
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
放

射
線
科
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今回は、患者さまのレントゲン撮影を担当している
パワフルな放射線科をご紹介します。

▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師▼安藤 純技師

▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師▼島 邦夫技師 ▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任▼武田 和彦主任

▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手▲佐々木 純平助手

▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長▲関根 明技師長

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲吉永 一美
助手

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲宗島 千秋
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

▲石和田 直人
技師

鈴木理之医師 古賀祐季子医師 永嶌薫医師

新任医師3名にインタビューしました！

放
射
線
科
　
関
根
　
明

　

こ
の
度
の
永
年
勤
続
表
彰
を
拝
受
い

た
し
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長

き
に
渡
り
勤
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
対
し
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
て
病

院
な
ら
び
に
職
員
の
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
20
年
間
は
ま
さ
に”

ア
ッ
と
い
う
間

“

で
あ
り
、
特
に
後
半
10

年
間
は
時
間
の
経
過
を
殆
ど
体
感
せ
ず

に
過
ぎ
去
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
程
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
こ

の
充
実
感
を
継
続
し
、

次
な
る
目
標
と
し
て

勤
続
30
年
を
目
指
す

所
存
で
す
。

外
来
　
鳥
飼
　
紀
子

　

私
の
使
用
し
て
い
る
ロ
ッ
カ
ー
は
な

ん
と
21
年
目
。も
う
す
ぐ
40
代
に
入
る

私
の
人
生
の
半
分
を
共
に
し
て
い
ま

す
。毎
日
こ
の
ド
ア
を
開
け
る
度
に
、

色
々
な
匂
い
を
感
じ
ま
す
。学
生
時
代
、

レ
ポ
ー
ト
と
の
戦
い
に
挑
み
、新
人
時

代
、泣
き
笑
い
で
揉
ま
れ
ま
し
た
。今
は

子
育
て
と
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
。振

り
返
れ
ば
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。色
々
な
私
を
見
て
い
る
パ
ー

ト
ナ
ー
の
ド
ア
を
開
け
な
が
ら
、こ
れ
か

ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
古
江
　
洋
子

　

主
婦
歴
11
年
目
に
し
て
、も
う
一度
白

衣
が
着
た
く
な
り「
面
接
だ
け
で
も
し

て
下
さ
い
。」と
電
話
を
入
れ
て
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
の
20
年
。こ
ん
な
に
長
く
働
け

て
い
る
の
も
病
院
の
皆
様
と
家
族
に
助
け

ら
れ
て
い
る
お
か
げ
と
思
って
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
、初
心
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の

で
、よ
ろ
し

く
お
願
い

致
し
ま

す
。

手
術
室
　
河
原
　
京
美

　

私
が
当
院
に
就
職
し
、
早
い
も
の
で

20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
就
職
し
、日
々

の
業
務
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
も
う
一
度

勉
強
し
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き

上
が
り
、県
立
鶴
舞
看
護
学
院
を
受
験
。

午
前
は
仕
事
、
午
後
は
学
校
と
、ハ
ー
ド

な
が
ら
も
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、

あ
っ
と
い
う
間
の
3
年
間
で
し
た
。

　

今
振
り
返
る
と
、
と
て
も
恵
ま
れ
た

環
境
を
作
っ
て
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
看
護
部
長
を
は
じ
め
、
病
院

の
皆
様
、
友
、
家
族
が
、い
つ
も
支
え
て

く
れ
た
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
節
目
と
し
、
初
心
に
戻
り
患

者
さ
ま
に
、
安
心
し
て
頂
け
る
よ
う
看

護
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
曽
我
百
合
香　

　

私
は
結
婚
を
機
会
に
君
津
に
移
住
し

て
き
ま
し
た
。「
や
っ
た
〜
主
婦
業
頑
張

る
ぞ
〜
」と
、意
気
込
み
毎
日
料
理
の
本

を
片
手
に
主
人
の
帰
り
を
待
って
い
ま
し

た
。し
か
し
、１
ヶ
月
で
ス
ト
レ
ス
に
な
り

そ
の
姿
を
見
て
主
人
が「
玄
々
堂
君
津
病

院
で
勤
務
し
て
み
た
ら
」と
探
し
て
来
て

く
れ
、就
職
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

  

一
男
一
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、子
育

て
も
主
人
と
二
人
三
脚
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。こ
の
20
年
間
い
ろ
い

ろ
な
事
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
を
一
つ
一
つ
乗
り

越
え
ら
れ
た
の
も
、職
場
の

方
や
家
族
が
、い
つ
も
支
え

て
く
れ
た
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

Q�‥仕事をする上で大切にしていることは何ですか？
石和田‥患者さまの立場になり、思いやりのある行動ができるよう心掛けてい
ます。Ｘ線撮影などの検査をする際、より正確で診断価値のある写真を撮影
する為、どうしても痛みが伴ってしまうこともあるのですが、患者さまにで
きるだけ苦痛が掛からないような方法で撮影できるよう常に配慮して検査に
臨んでいます。
島‥診断に有益な画像を撮り、患者さまにとって撮影のメリットが最大となる
よう心掛けています。患者さまとのふれ合いは一瞬ですが、少しでも不安を
解消して頂けるよう、会話を交わしたいと思っています。

5
月
20
日
に
マ
ザ
ー
牧
場
に
お
い
て
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
20
年
表
彰
者
の
思
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
次
回
10
年
表
彰
者
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

▼岩間 勝彦
技師

▼西山 茂
技師



（３）平成１９年７月２０日

　
　

2
階
病
棟
　
藤
原
　
太
子　

　

手
術
室
の
柴
田
さ
ん
と
楽
し
ん
で
い
る
趣

味
が
あ
り
ま
す
。

　
『
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
』っ
て
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　

同
じ
絵
柄
の
プ
リ
ン
ト
を
7
〜
8
枚
使
っ

て
、部
分
的
に
切
り
抜
い
た
絵
を
積
み
重
ね
、

立
体
感
、
遠
近
感
を
表
現
す
る
3
Ｄ
ア
ー
ト

で
す
。

　

や
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
田
舎
の
姉
が

作
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
私
も
や
り
た
く
な

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
教
室
を
見
つ
け
、
通

い
始
め
た
の
で
す
。
細
か
い
手
作
業
の
連
続

で
、
老
眼
の
二
人
は
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
り
外

し
た
り
…
。

　

せ
っ
せ
と
作
品
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
は
小
さ
い
物
か
ら
で
、
1
ヶ
月
に
1

個
の
割
合
で
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

7
ヶ
月
経
っ
た
今
は
、

出
来
上
が
る
の
に
4
、

5
ヶ
月
は
か
か
る
の
で

は
と
思
わ
れ
る
大
作
？

に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

4
月
下
旬
に
は
、
千

葉
そ
ご
う
で
作
品
展
覧

会
が
あ
り
、
未
熟
な
私

達
も
出
品
し
、
自
己
満
足
に
浸
り
ま
し
た
。

　

1
日
2
時
間
の
教
室
で
す
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
と
っ
て
も

楽
し
い「
ひ
と
と
き
」で
す
。
教
室
が
終
わ
っ

て
か
ら
の
ラ
ン
チ
、コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
も
、
ま

た
プ
ラ
ス
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
楽
し
い
と
思
え
る
趣
味
を
見

つ
け
、
楽
し
み
を
共
に
で

き
る
友
が
い
て
、

「
あ
〜
っ
、
私
は
何
て
幸

せ
！
」

　

写
真
で
は
平
面
に
し
か

写
ら
な
い
の
で
立
体
感
を

伝
え
ら
れ
な
い
の
が
残
念

で
す
。

　

お
し
っ
こ
が
近
い
と
か
、お
し
っ
こ
が
が

ま
ん
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
方
は
か
な
り
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。近
年
、過
活
動
膀
胱
と
い
う
言
葉

が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
、皆
さ
ん
も
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ

れ
は
、国
際
禁
制
学
会
が
2
0
0
2
年

に
提
唱
し
た
新
し
い
概
念
で
あ
り
、尿
意

切
迫
感（
お
し
っこ
が
が
ま
ん
で
き
な
い
よ

う
な
感
じ
）を
主
症
状
と
す
る
症
状
症

候
群
で
、通
常
は
頻
尿（
お
し
っ
こ
が
近
い

こ
と
）と
夜
間
頻
尿
を
伴
う
も
の
で
す
。

切
迫
性
尿
失
禁（
が
ま
ん
で
き
ず
に
も
れ

て
し
ま
う
こ
と
）は
あ
っ
て
も
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。膀
胱
が
勝
手

に
過
剰
な
活
動
を
す
る
た
め
に
お
こ
る

症
状
と
考
え
ら
れ
ま
す
。従
来
、頻
尿
や

尿
失
禁
の
評
価
は
、尿
流
動
態
検
査
と
い

う
詳
し
い
検
査
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、そ
れ
を
改
め
、症
状
に
よ
る
評

価
を
中
心
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に

変
わ
って
き
た
の
で
す
。病
因
は
、脳
血
管

障
害・パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病・認
知
症・脊
髄
損

傷・多
発
性
硬
化
症・頸
椎
症
な
ど
の
神

経
因
性
の
も
の
と
、下
部
尿
路
閉
塞（
前

立
腺
肥
大
症
な
ど
）・加
齢・骨
盤
底
の
脆

弱
化・特
発
性（
原
因
不
明
の
も
の
）の
非

神
経
因
性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。日
本
で

は
8
0
0
万
人
以
上
の
患
者
が
い
る
と

さ
れ
て
お
り
、仕
事
や
日
常
生
活
、ス
ポ
ー

ツ
、旅
行
な
ど
に
も
支
障
を
き
た
す
た
め

問
題
と
な
って
い
ま
す
。

　

頻
尿
は
、1
日
8
回
以
上
と
定
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、10
回
以
上

で
あ
れ
ば
間
違
い
な
く
頻
尿
と
考
え
ら

れ
ま
す
。ま
た
、夜
間
頻
尿
は
、1
回
で

も
起
き
れ
ば
夜
間
頻
尿
と
す
る
考
え
方

も
あ
り
ま
す
が
、毎
晩
2
回
以
上
お

し
っ
こ
の
た
め
に
起
き
る
場
合
は
異
常

と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

頻
尿
と
な
る
病
気
に
は
過
活
動
膀
胱

で
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。た

と
え
ば
膀
胱
癌
や
膀
胱
結
石
、膀
胱
炎

な
ど
が
そ
う
で
す
。検
尿
で
尿
潜
血
や
血

尿
、膿
尿（
ウ
ミ
の
成
分
で
あ
る
白
血
球

が
混
じ
っ
て
い
る
お
し
っ
こ
）な
ど
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、過
活
動
膀
胱
以
外
の
こ
と
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、男
性

の
場
合
は
前

立
腺
癌
を
否

定
す
る
た
め

に
、
直
腸
診

（
肛
門
か
ら
指

を
入
れ
て
診

察
す
る
こ
と
）

や
P
S
A（
前
立
腺
特
異
抗
原
）の
血
液

検
査
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。ほ
か
に
も
間
質
性
膀
胱
炎

（
お
し
っこ
が
た
ま
って
く
る
と
膀
胱
部
が

痛
く
な
る
の
が
特
徴
）や
心
因
性
頻
尿

（
日
中
だ
け
近
い
）な
ど
も
過
活
動
膀
胱

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

1
日
の
お
し
っ
こ
の
量
は
成
人
で

1
2
0
0
〜
1
5
0
0
m
l
と
さ
れ
て

い
ま
す
。普
段
か
ら
水
分
を
た
く
さ
ん

摂
取
し
す
ぎ
る
た
め
に
尿
量
が
多
す
ぎ

る
方
は
水
分
を
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。夜

間
頻
尿
の
方
は
、寝
る
前
3
時
間
は
水

分
を
あ
ま
り
摂
ら
な
い
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。脳
梗
塞
の
予
防
の
た
め
に
寝

る
直
前
に
水
を
た
く
さ
ん
飲
む
方
が
い

ま
す
が
、か
え
っ
て
睡
眠
不
足
に
な
っ

て
具
合
が
悪
く
な
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
。足
が
む
く
み
や
す
い
人
は
足
を
高

く
し
て
30
分
く
ら
い
昼
寝
を
す
る
こ
と

で
夜
間
頻
尿
が
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

膀
胱
に
あ
ま
り
お
し
っこ
が
貯
め
ら
れ

な
い
場
合
、が
ま
ん
を
す
る
訓
練
が
効
果

的
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
し
っ
こ
が
し
た
く
な
っ
て

か
ら
数
分
間
が
ま
ん
し
て

み
ま
し
ょ
う
。が
ま
ん
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
少
し
づ
つ
時
間
を
延
ば
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。こ
の
際
、お
し
り
の
穴
を
し

め
る
よ
う
に
す
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で

す
。た
だ
し
、前
立
腺
肥
大
症
な
ど
で
お

し
っこ
の
出
に
く
い
方
は
お
し
っこ
が
出
な

く
な
って
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら

注
意
が
必
要
で
す
。

動
し
か
と
れ
な
い
た
め
に
ト
イ
レ
ま
で
間

に
合
わ
な
か
っ
た
り
、認
知
症
の
た
め
に

ト
イ
レ
の
場
所
や
ト
イ
レ
そ
の
も
の
を
認

識
で
き
ず
に
も
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
を

機
能
性
尿
失
禁
と
い
い
ま
す
。部
屋
を
ト

イ
レ
の
近
い
と
こ
ろ
に
し
た
り
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
を
置
く
こ
と
、廊
下
に
手
す
り
を

つ
け
る
こ
と
、脱
ぎ
や
す
い
着
衣
に
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。

　

脳
血
管
障
害
な
ど
で
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
方
は
、お
し
っこ
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合

で
も
お
し
っ
こ
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン
、た
と

え
ば
顔
を
し
か
め
る
と
か
身
を
よ
じ
る

な
ど
で
尿
意
が
わ
か
る
こ
と
も
あ
り
、こ

れ
に
合
わ
せ
て
ト
イ
レ
に
誘
導
し
た
り
す

る
こ
と
も
有
効
な
方
法
で
す
。介
護
者
の

注
意
深
い
観
察
が
必
要
で
す
。

　

過
活
動
膀
胱
に
よ
る
頻
尿
や
切
迫
性

尿
失
禁
に
は
抗
コ
リ
ン
剤
と
呼
ば
れ
る
薬

に
よ
る
治
療
が
あ
る
程
度
有
効
で
す
。膀

胱
を
ゆ
っ
た
り
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す

が
、便
秘
や
口
の
中
が
渇
く
な
ど
の
副
作

用
が
あ
り
ま
す
。ま
た
閉
鎖
隅
角
緑
内

障
の
方
は
眼
圧
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
失
明
す
る
こ
と
も
あ
り
使
用
で
き
ま

せ
ん
。前
立
腺
肥
大
症
で
は
お
し
っ
こ
が

出
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、膀
胱

の
出
口
を
開
き
や
す
く
す
る
ア
ル
フ
ァ
遮

断
薬
と
呼
ば
れ
る
薬
を
中
心
に
治
療
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

過
活
動
膀
胱
と
い
う
症
候
群
は
、医

師
が
適
応
の
あ
る
薬
を
使
う
こ
と
が
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、き

ち
ん
と
し
た
診
断
を
せ
ず
に
薬
を
処
方

し
て
い
る
と
い
う
傾
向
を
助
長
し
て
お

り
、今
後
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

頻
尿
や
尿
失
禁
で
困
っ
て
い
る
方

は
、か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し
、検
尿
な

ど
の
検
査
を
受
け
、悪
性
疾
患
が
疑
わ

れ
た
り
、治
療
に
よ
っ
て
も
よ
く
な
ら

な
い
場
合
に
は
泌
尿
器
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

外
出
時
に
ト
イ
レ
の
場
所
が
わ
か
ら
な

く
て
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。失
敗
し
て
し
ま
う

と
外
出
す
る
こ
と
が
つい
つい
お
っ
く
う
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。外
出

時
に
は
ト
イ
レ
の
場
所
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。確
認
す
る
こ
と
が
本
人
で
は

難
し
い
と
き
は
周
囲
の
人
が
注
意
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

手
足
が
不
自
由
で
ゆ
っ
く
り
し
た
行

　
現
在
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
泌
尿
器
科
疾
患
に
つ
い
て
永
嶌
Dr
に
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

玄々堂君津病院
泌尿器科部長
永嶌　薫

臨床工学科
平野 聖浩		●各種洗浄液の低濃度における生菌発生抑制効果の検討：第16回日本

臨床工学会・第51回日本透析医学会	●クオリティモニタ−を用いた超
音波カプラ洗浄の検討：第34回千葉県透析研究会

高橋 　初		●除細動器保守点検に用いるチェッカの製作：第16回日本臨床工学
会・第51回日本透析医学会

三浦 英貴		●ストレス測定器COCORO　Meterの透析患者における評価：第14回
千葉県臨床工学技士会勉強会・第34回千葉県透析研究会

渡辺 仙志	●安全の取り組み：安全対策委員会主催講演会
山口 裕伸		●モイストタイプポリスルフォン膜（トレライトCS-U）の性能評価：

第34回千葉県透析研究会
山 口 　曜	●PES−210Gβの性能評価：第34回千葉県透析研究会
川上 崇志		●日本光電社製神経伝導検査装置BRV−0100（ブレビオ）の使用経験：

第34回千葉県透析研究会
藤 平 雅紀	●東レ社製実血流モニタ−の臨床評価：第34回千葉県透析研究会
臨床検査科
上野 芳人		●日常検査で遭遇する検査異常値例について：君津・木更津・富津地区	臨

床検査研究会	●RLPコレステロールを中心とした脂質代謝：第4回千
葉県臨床化学検査研究班研修会

淵上 孝一		●RLPコレステロール試薬（メタボリードRemL-C）の使用経験：第38
回　日本臨床検査自動化学会	●RLPコレステロールの使用経験：第4
回千葉県臨床化学検査研究班研修会	●千臨技サーベイ、溶血検体にお
ける各施設の対応：第38回	千葉県臨床検査学会・君津・木更津・富津地
区	臨床検査研究会

桐谷 陽子		●糖尿病における動脈硬化危険因子について：第38回	千葉県臨床検査
学会

放射線科
関根 　明		●Necessity	 of	 third	 person	 evaluation	 for	 Japanese	medical	 care	

-From	Radiologysection-：アジア放射線学会	●被ばく線量測定法：
（社）日本放射線技師会	●法定放射線測定における全国の現状につい
て：（社）宮城県放射線技師会

薬局
杉 村 昭文		●後発医薬品の発行医療機関での対応とお願い：君津木更津薬剤師会	

●病院における安全対策：君津木更津薬剤師会
住沢 直子	●薬の基礎知識について：富津公民館	●薬について：周西公民館
栄養科
池座 裕美		●栄養管理実施加算の現状と問題点：千葉県病院栄養士協議会	臨床栄

養研修会
武内 美樹		●高カルシウム血症をきたした長期経管栄養患者の1例：千葉県病院栄

養士協議会	研究発表会・第7回千葉県栄養改善学会
西井 大輔		●腎臓病と食事について：富津市社会福祉協議会	●透析食の基本：君津

市保健福祉センター
医局
高田 眞行	●いい医者いい患者：君津中央図書館
永嶌 嘉嗣	●がん治療の最前線から	〜胃癌・大腸癌〜：君津中央図書館
荻野 良郎	●メタボリックシンドローム：坂田クリニック研修室
日並 淳介	●透析患者における膵内分泌腫瘍：OVTA
看護部
岡崎 陽子		●女性患者の男性看護助手に対する印象と頼みにくい援助内容：第37

回日本看護学会	看護総合
石井 京子		●糖尿病透析患者への新規シートを用いたフットチェック一致率の変

化	評価基準を統一するための試み：第37回日本看護学会	看護総合
谷　 美行		●エンゼルケアへの家族参加に関する看護師の意識調査：第37回日本

看護学会	看護総合
萩原 　桂	●エンゼルケアに参加した遺族の思い：第37回日本看護学会	成人看護Ⅱ
林 美恵子	●疾病論（腎・人工透析）：千葉県立鶴舞看護専門学校
榎本 洋子	●透析看護：木更津准看護師高等専修学校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ニ
ュ
ー
ス 

　

今
回
は
ボ
ラ
ン
ティ
ア
さ
ん
に

最
近
作
っ
て
い
た
だ
い
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

▲	ベッド柵カバー：身体の拘縮が強く
膝が曲がっている患者さまの体位交
換に役立っています。

▲	手枕：透析をしている患者さまの手
の固定に役立っています。

▶6月のつるし飾りに癒しをいただきました。

H18 年度　院外研究発表および講演内容
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平成１９年７月２０日（４）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

“
び
わ
”

【異　動】
（４月２日〜７月１日まで）

	  （　）内は旧所属部署
●4 階病棟	 齋藤　絵里奈	（2階病棟）

●3 A 病 棟	 永塚　藍	 （2階病棟）
●3 B 病 棟	 立川　京子	 （3A病棟）
●2 階病棟	 村上　真紀子	（看護部長室）
●外　　　来	 鳥飼　紀子	 （3A病棟）
●透　析　室	 宮森　美樹	 （2階病棟）
●透　析　室	 二本柳　亜矢	（看護部長室）
●木更津クリニック	 白井　史子	 （透析室）
●坂田クリニック	 江川　絢子	 （看護部長室）
●坂田クリニック	 田中　康代	 （看護部長室）
●坂田クリニック事務	平野　直美	 （医事課）
●坂田クリニック事務	安室　登喜乃	（医事課）
●訪問看護ステーション	 生稲　美穂	 （看護部長室）

【新入職員】
（4 月 2 日〜 7 月 1 日まで）

●医　　　師	 古賀　祐季子	（5/1〜）

●看　護　師	 鳥海　明子	 （5/1〜）
●看　護　師	 小林　洋子	 （6/11〜）
●看　護　師	 水野　由美子	（7/1〜）
●看　護　師	 石田　恵美			（7/1〜）
●クラーク	 久保田　睦美	（6/25〜）
●ナースエイド	 中島　由祐子	（4/9〜）
●臨床検査技師	 五十嵐　理恵	（4/9〜）
●放射線科助手	 佐々木　純平	（5/1〜）
●調　理　員	 滝口　陽子	 （5/21〜）
●医　事　課	 田鍋　悠妃	 （4/16〜）
●医　事　課	 秋元　里絵	 （4/16〜）
●総　務　課	 高山　裕孝	 （7/1〜）
●保育所調理員	 森田　節子	 （4/16〜）
●木更津クリニック事務	 松井　圭子	 （4/9〜）

玄々堂君津病院　平成19年7月　外来担当医師診療予定

一般外来（初診・再診）

一般内科、外科
消化器科、総合診療科
（予約は要りません）

（医師指定が可能です）
＊→女性医師です

午前

午後

夜間

武部医師
高田名誉院長※1
常勤医師※2
荻野副院長※3 ＊古賀医師
永嶌院長
＊古賀医師

常勤医師
矢後医師

大 副院長（午後）（腎不全）
大橋医師（午前・午後）
永嶌薫医師（午前・午後）

永嶌院長（午前 11時〜）
（血管外科、一般外科）
武部医師（午後）

＊清水帝京大病院教授
（3・17日午前）

荻野副院長（午前）

永嶌薫医師（午前・午後）

大 副院長（午後）
（臓器不全、腎、一般）
茅野医師（午前・午後）※
12

国立国際医療センター医
師（4日・18日午前・午後）
中谷医師（11日、25日午前）

茂田医師（午後）

高田名誉院長（午後）
武部医師（午前）
荻野副院長（午前）
山村病棟診療部長（午後）

秋月医師（午前・午後）

根津医師（午前）
中津医師（午後）※ 5
荻野副院長（午前・午後）

大庭医師（終日）

長谷川医長
午前 10:30 〜（乳腺、一般）
日並医師（午後）

尾野帝京大病院教授
（午後）

永田医師（終日）
廣瀬医師（午前・午後）
永嶌薫医師（午前・午後）

高田名誉院長（午前）

竹田医師・長嶋医師（午後）※6
荻野副院長・紫芝医師（午前・午後）※7
高橋医師他※ 9（午前・午後）

栗林医師（午後）・筋野医師（午後）
永嶌薫医師（午前）※10
橋本医師・小林医師（午前）※11
小沢医師（28日午前・午後）
（乳腺外科）

永嶌院長※ 4
大 副院長
＊古賀医師

山村病棟診療部長
日並医師

荻野副院長
長谷川医長

高田名誉院長（9:30 〜）
永嶌院長（11:00 迄）
湯城医師（4・18日）
＊古賀医師（11日・25日）
武部医師
湯城医師（4・18日）
＊古賀医師（11日・25日）
権太医師（11日）

永嶌院長（11日休診）
山村病棟診療部長

高田名誉院長
武部医師
中津医師※ 5

大 副院長
武部医師
＊平野医師
中津医師※ 5
土屋医師

紫芝医師
武井医師
土屋医師

永嶌院長
紫芝医師※ 13
＊古賀医師
武井医師
東京女子医大医師※ 8

高田名誉院長　常勤医師（14日）
永嶌院長
竹田医師（7・21日）
野尻医師（28日）
長谷川医長
鈴木医師（14・21日）
石丸医師（17日）　野尻医師（28日）

専門外来
（再診・予約制）
＊→女性医師です

医師別外来
（再診・予約制）

呼吸器科

神経内科

血液内科
循環器科
内分泌・糖尿病
物療内科（リウマチ）
腎臓外来（坂田クリニック）
整形外科

泌尿器科

外科系専門科
（血管・腎臓・乳腺）

（土）（金）（木）（水）（火）（月）

　

初
夏
の
果
物
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の

が「
び
わ
」で
す
。旬
が
短
く
、う
っ
か
り
し

て
い
る
と
食
べ
損
ね
て
し
ま
う
ほ
ど
で

す
。ま
さ
に
今
が
旬
の
こ
の
時
期
、お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。　

お
い
し
い
び

わ
の
選
び
方
と
し
て
、次
の
よ
う
な
こ
と

が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。①
実
に
弾
力

が
あ
り
、鮮
や
か
な
だ
い
だ
い
色
の
も

の
。②
実
の
表
面
に
白
い
毛
が
生
え
て
い

る
も
の
。③
左
右
対
称
に
ふ
く
ら
ん
で
い

て
、皮
に
つ
や
の
あ
る
も
の
。せ
っ
か
く
で

す
か
ら
、甘
く
て
お
い
し
い
物
を
い
た
だ

き
た
い
で
す
よ
ね
。ま
た
、び
わ
に
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
群
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、カ
ロ
テ
ン
等

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。カ
ロ
テ
ン
は
、目
の

粘
膜
を
正
常
に
保
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。夏
の
訪
れ
前
に
目
や
お
肌
の
健
康

に
い
か
が
で
す
か
？

私
の
お
す
す
め
図
書

　

現
在
子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ

ん
。い
や
、子
供
の
未
来
を
憂
え
る
す
べ

て
の
大
人
の
方
に
是
非
、読
ん
で
い
た
だ

き
た
い一冊
を
紹
介
し
ま
す
。「
オ
ー
ラ

の
泉
」な
ど
テ
レ
ビ
で
活
躍
中
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、江
原
啓
之
さ

ん
著
書「
子
ど
も
が
危
な
い
！
」で
す
。

現
在
子
ど
も
に
ま
つ
わ
る
シ
ョッ
キ
ン
グ

な
報
道
を
毎
日
の
よ
う
に
耳
に
し
ま

す
。子
ど
も
に
よ
る「
自
殺
」「
殺
人
」

の
増
加
。「
性
を
売
り
物
に
す
る
少
女

た
ち
。陰
湿
な「
い
じ
め
」の
エ
ス
カ
レ
ー

ト
。す
ぐ「
き
れ
る
」子
ど
も
た
ち
。増

え
る
一
方
の「
ひ
き
こ
も
り
」。人
間
の

本
質
は「
た
ま
し
い
」で
あ
る
と
い
う
視

点
か
ら
色
々
な
問
題
に
対
し
て
解
り
や

す
く
解
決
策
が
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い

て
、子
ど
も
た
ち
の
S
O
S
に
気
づ
け

る
は
ず
で
す
。

（
Ｓ・Ｗ
）

※1	 高田名誉院長の外来は（9日・23日）8:45〜となります。
※2	 常勤医師の外来は（2日・30日）8:30〜11:00迄となります。
※3	 荻野副院長の外来は8:30〜10:00迄となります。
※4	 永嶌院長の外来は8:30〜10:30迄となります。

※5	 中津医師：12日は休診となります。
※6　竹田医師：7日・21日　長嶋医師：14日・28日
※7　	荻野副院長：21日の午後は休診となります。　紫芝医師：糖

尿病外来は21日（午前のみ）、午後は休診となります。

※8　東京女子医大医師：6日は休診となります。
※9　	物療内科（午前・午後）	 7/7高橋医師・松井医師	

7/14十字医師・＊岡崎医師	7/21高橋医師・佐藤
医師	7/28松井医師・岡田医師

※10	永嶌薫医師：泌尿器科外来（午前）7日・21日
※11	橋本医師：14日（午前）　小林医師：28日（午前）
※12		茅野医師：3日（午前・午後）と31日（午前・午後）は休診

となります。
※13		紫芝医師：20日の午後は休診となります。※一般診察医師予定に関しては、変更になる場合がありますので、当日確認してからご来院ください。　TEL.0439-52-2366　係：伊藤・大

口

▼
紫
外
線
の
こ
わ
〜
い
お
年
頃
？（
と
っ
く
）

	

（
Ｋ
太
）

▼
今
回
も
頑
張
っ
て
記
事
書
き
ま
し
た
。

	

（
足
海
）

▼
４
月
に
、新
聞
委
員
に
な
っ
て
初
め
て
の

ヒ
ュ
ー
マ
ン
が
発
行
さ
れ
、小
さ
な
感
動
を

味
わ
っ
た
。	

（
東
方
神
起
）

▼
日
焼
け
で
顔
が
痛
い
で
す
…	
（
リ
テ
ィ
）

▼
患
者
さ
ま
、ス
タ
ッ
フ
を
激
励
の
目
で
支

え
て
い
け
る
自
分
と
な
り
た
い
。	

（
５
・
３
）

▼
和
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
力
に
な
る
と

実
感
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
J
・
J
）

▼
さ
ぁ
夏
、髪
の
毛
切
っ
て
さ
っ
ぱ
り
し
ま

す
。	

（
ち
ー
）

▼
今
年
の
夏
は
ど
こ
に
行
こ
う
…
。（	

ぷ
う
太
）

▼
最
近
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
流
行
っ
て
ま
す
ね
！

流
行
に
乗
っ
て
み
よ
う
か
な
?!	

（
ビ
リ
ー
）

▼
今
年
は
久
し
ぶ
り
に
浴
衣
を
着
よ
う
か
な
。

	

（
捨
之
介
）

▼
最
近
毎
日
歩
い
て
い
る
ん
で
す
。新
し
い

発
見
が
あ
り
ま
す
。	

（
s
h
i
n
）

▼
枇
杷
は
滋
養
強
壮
に
効
果
あ
り
、大
い
に

食
べ
ま
し
ょ
う
。	

（
山
口
）

編
集
後
記

　

今
年
、新
人
職
員
と
し
て
初
め
て
マ

ザ
ー
牧
場
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。本
日
は
心
配
さ
れ

て
い
た
天
候
も
気
持
ち
良
い
程
の
快
晴

と
な
り
、絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
に
な

り
ま
し
た
。

　

東
京
湾
観
音
を
出
て
か
ら
、私
は
佐

貫
駅
か
ら
マ
ザ
ー
牧
場
ま
で
徒
歩
で
向

か
う
コ
ー
ス
で
し
た
。部
署
の
先
輩
、同

期
の
み
ん
な
と
約
2
時
間
か
け
て
山
を

登
り
、途
中
、緑
の
沢
山
あ
る
景
色
に
感

動
し
た
り
、傾
斜
の
あ
る
山
道
を
歩
い
て

汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

無
事
、マ
ザ
ー
牧
場
へ
到
着
し
て
か
ら

は
、牛
乳
の
味
が
た
っ
ぷ
り
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
、普
段
見
る
事
の

出
来
な
い
動
物
を
間
近
で
観
賞
し
た

り
、楽
し
み
に
し
て
い
た
昼
食
の
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
も
と
て
も
お
い
し
く
頂
き
ま
し

た
。私
の
座
っ
た
席
に
は
永
嶌
薫
先
生

と
岡
崎
副
看
護
部
長
も
一
緒
に
座
ら
れ

た
の
で
、お
二
人
よ
り
色
々
な
お
話
を

聞
い
た
り
し
て
と
て
も
良
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

4
月
に
新
入
職
員
と
し
て
玄
々
堂
君

津
病
院
で
働
き
だ
し
て
か
ら
1
ヶ
月
半

が
経
ち
ま
し
た
。今
回
、こ
の
よ
う
な
行

事
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、今
ま
で
よ
り

も
更
に
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
事
が

出
来
て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

玄
々
堂
君
津
病
院
に
入
職
し
て
か
ら

2
ヶ
月
が
経
ち
、初
め
て
の
行
事
が
マ

ザ
ー
牧
場
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
、良
い
ハ
イ
キ
ン
グ
日

和
で
し
た
。自
分
は
佐
貫
駅
か
ら
マ

ザ
ー
牧
場
ま
で
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。今
ま
で
、マ
ザ
ー
牧
場
ま
で
は
車
で

行
っ
た
こ
と
し
か
な
か
っ
た
の
で
、歩
く

前
ま
で
は
本
当
に
歩
き
き
れ
る
か
心
配

で
し
た
。し
か
し
、歩
き
な
が
ら
同
部
署

の
同
期
で
あ
る
、福
坂
君・田
鍋
さ
ん・秋

元
さ
ん
と
景
色
を
見
な
が
ら
お
互
い
の

趣
味
や
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

働
い
て
き
た
か
な
ど
色
々
な
話
を
し
て

い
た
ら
、な
ん
と
か
マ
ザ
ー
牧
場
に
着
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。疲
れ
た
後
の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、ビ
ー
ル

は
最
高
で
し
た  

永
年
勤
続
者
の
表
彰

を
見
て
い
た
ら
自
分
も
こ
れ
か
ら
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
部
署
の
方
々
と
も
話
す
こ
と
が
で

き
、1
日
が
長
い
よ
う
で
短
か
く
感
じ

ま
し
た
が
、自
分
に
と
っ
て
、と
て
も
良
い

経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
、今
年
と
同
じ
コ
ー
ス
を

歩
き
き
れ
る
よ
う
に
１
年
間
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

マ
ザ
ー
牧
場

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
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田  

芳
毅

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
職
員
に
よ
る
バ
ト
ン
リ
レ
ー
方
式
で
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、『
子
ど
も
が
危
な
い
！
』の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

当院は一人一人の患者さまを大切に、
良質で安心なぬくもりのある医療を

提供いたします
玄々堂君津病院の理念

方針
【良質な医療を患者さまに】

1.�総合診療（患者さまを全体として見る）を中心に、専
門診療（高度な専門的医学知識・技術）を取り入れて
良質な医療を提供いたします
2.�多様な医療を準備し、一人ひとりの患者さまのニー
ズに応じた医療を提供いたします
3.�職員はおのおのその専門分野の知識と技術の向上
に努めます

【安心なぬくもりのある医療を患者さまに】

4.�医の倫理を守り、患者さまの権利を尊重いたします
5.�インフォームドコンセント（説明と同意）を徹底させ、
信頼と協力に基づいた医療を行います
6.�安全対策・感染対策を十分に行い、アメニティにも
配慮いたします
7.�病院・クリニック・訪問看護ステーション・ヘルパー
ステーションが一体となって健診・医療・看護・介護
サービスに取り組みます

平成 17 年 1 月 1 日
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